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令和８年度芸備線再構築協議会費用の各構成員の負担割合

1

○協議会・幹事会の会場費等の「運営費」や調査事業等実施の費用である「事業費」については、
芸備線再構築協議会財務規程第２条第１項に基づき、地域公共交通再構築調査事業補助金を活用
して、国が１/２を補助し、残りの１/２について、西日本旅客鉄道株式会社が１/４を、特定区
間の自治体が合わせて１/４を負担することを「基本的な負担割合」とすることが第２回幹事会
において了承された

○令和８年度における芸備線再構築協議会で必要となる費用は、引き続き、基本的な負担割合に基
づいて各構成員の負担額を決定していくこととする。ただし、調査事業や実証事業の実施に当
たっては、その事業内容に応じて、事務的に協議した上で、按分により負担額を決定する

○芸備線再構築協議会の基本的な負担割合

構 成 員 負 担 割 合

国 １/２

ＪＲ西日本 １/４

特定区間の自治体 １/４

※1 自治体負担分は、関係する自治体が負担する
※2 詳細な負担金の額は、事務的に調整を行う
※3 地域公共交通再構築調査事業費補助金の上限は、調査事業1,000万円/実証事業5,000万円
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令和８年度芸備線再構築協議会予算（案）

款 項 目 予算額（円） 内容

歳
入

１ 国庫支出金 １ 国庫補助金 １ 国庫補助金 60,000,000
地域公共交通再構築調査事
業費補助金

２ 負担金 １ 各構成員負担金

１ 西日本旅客鉄道負担金 30,000,000

２ 岡山県負担金

30,000,000
３ 広島県負担金

４ 新見市負担金

５ 庄原市負担金

６ その他構成員負担金 0

３ 繰越金 １ 繰越金 １ 繰越金 0

４ 雑収入 １ 雑入 １ 雑入 0

歳入合計 120,000,000

款 項 目 予算額（円） 内容

歳
出

１ 運営費 １ 会議費 １ 会議費 2,150,000 協議会・幹事会会場費

２ 事務費 ２ 事務費 350,000
謝金、委員等旅費、その他
事務費

２ 事業費 １ 事業費 １ 事業費 117,500,000

３ 予備費 １ 予備費 １ 予備費 0

歳出合計 120,000,000



R5年度 R6年度 R7年度 R8年度～

上半期 下半期 ※協議状況等により内容・時期の変更の可能性あり

開
催

協
議
内
容

3/26
第１回
協議会

10/16
第２回
協議会

3/26
第３回
協議会5/16

第１回
幹事会

7/10
第２回
幹事会
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12/25
第３回
幹事会

1/29
第４回
幹事会

5/19
第５回
幹事会

７月
第４回
協議会 ８月

第６回
幹事会

10月
第７回
幹事会

11月
第５回
協議会 １月

第８回
幹事会

３月
第６回
協議会 R7年度と同様に開催

芸備線再構築協議会 全体スケジュール案（第５回幹事会：中国運輸局提示）

協議開始から３年以内を目安に再構築方針を作成

※このスケジュール案は、協議開始から３年以内を目安と
した再構築方針作成に向けて、今後進めるべき議論の
スケジュールの方向性を示すものとして、中国運輸局
が幹事会において構成員に提示するもの

※この案をもとに構成員間で今後議論していくことについて、
共通認識として構成員間で一致する

※ただし、協議状況等により内容・時期の変更の可能性
があることが前提

A  芸備線の可能性を最大限追求

B  最適な交通モードの在り方を検討

住民等意見聴取（調査事業において実施）

実証事業と並行して再構築方針案協議

再構築方針案 協議

10/16～3/31実施 ７月～3/31実施 ４月～１年間実施

調査事業Ａ 新調査事業
（より専門的な分析等に関する調査事業）

調査事業
（再構築方針作成に関する調査事業）

４月～ 最適な交通モード実証

事業内容検討 実証事業Ｂ

４月～３ヶ月間継続７月～3/31実施

事業内容検討
実証事業Ａ
（９ヶ月）

実証事業Ａ
（３ヶ月）

方
針
決
定
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